
　
人
生
に
は
、
思
い
通
り
に
い
く
時
も
あ
れ
ば
、

苦
し
み
や
悲
し
み
に
足
を
止
め
ざ
る
を
得
な
い
時

も
あ
り
ま
す
。
で
き
る
こ
と
な
ら
、
つ
ら
い
出
来

事
に
は
出
会
い
た
く
な
い
と
思
う
の
が
人
情
で

し
ょ
う
。
し
か
し
自
然
の
世
界
を
見
る
と
、
花
は

晴
れ
た
日
だ
け
で
育
つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

雨
に
打
た
れ
、
風
に
耐
え
、
寒
さ
を
越
え
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
根
を
張
り
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　
私
た
ち
の
人
生
も
ま
た
、
そ
れ
に
よ
く
似
て
い

ま
す
。
順
調
な
時
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
、

苦
し
い
経
験
の
中
で
初
め
て
知
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
病
気
を
し
て
健
康
の
あ
り
が
た
さ
に
気
づ
き
、

孤
独
を
味
わ
っ
て
人
の
優
し
さ
の
温
か
さ
を
知
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
悲
し
み
を
経
験
し
た
人
ほ
ど
、

令和 8年 6月 5日（金）発行

名
句

・
名
言
に
学
ぶ

（
令
和
八
年
六
月
～
八
月
）

　
　
　
　
　
　
今
年
の
大
安
寺
花
ま
つ
り
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
多

く
の
方
々
が
来
場
し
て
く
だ
さ
り
、
往
時
の
に
ぎ
わ
い
が
戻
っ
た
よ
う

な
気
持
ち
が
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
堂
で
老
若
男
女
が
輪
に
な
っ

て
「
田
名
部
お
し
ま
こ
」
を
踊
る
様
子
を
見
て
感
激
も
ひ
と
し
お
で
し

た
。
来
年
も
ま
た
花
ま
つ
り
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。（
住
職
）

令
和
八
年
八
月
中
旬
に
発
行
予
定
で
す
。
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住職：長岡 俊成
〒039-4401
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P.４

第 88号

（
令
和
八
年
六
月
～
九
月
）

各
種
講
座
の
ご
案
内

■
八
月
十
三
日（
木
）

「
迎
え
火
萬
灯
会
」午
後
六
時
半
〜
八
時　
※
荒
天
時
は
本
堂
内
に
て

■
八
月
十
六
日（
日
）

「
盂
蘭
盆
会 

施
食
会
法
要
」（
本
堂
）午
前
十
一
時

※
同
日
午
後
二
時
よ
り
、「
永
代
供
養
墓
苑
合
同
供
養
祭
」※
荒
天
時
は
本
堂
に
て

「
送
り
火
萬
灯
会
」午
後
六
時
半
〜
八
時 

※
荒
天
時
は
本
堂
内
に
て

※
萬
灯
会
用
カ
ッ
プ
ロ
ー
ソ
ク
は
八
月
一
日（
金
）よ
り
事
務
室
に
て
販
売
し
ま
す
。

第
六
十
三
回

Ｑ
．
戒
名
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
戒
名
と
は
、
仏
教
に
帰
依
し
仏
弟
子
と

な
っ
た
方
に
授
け
ら
れ
る
お
名
前
で
す
。
仏

の
弟
子
と
な
る
際
に
、
ま
も
り
保
つ
べ
き
教

え
（
戒
）
を
師
か
ら
授
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の

時
に
新
た
な
名
前
（
戒
名
）
も
与
え
ら
れ
ま

す
。
曹
洞
宗
で
は
、
三
帰
戒
・
三
聚
浄
戒
・

十
重
禁
戒
の
会
わ
せ
て
十
六
の
条
戒
を
授
か

る
こ
と
に
よ
り
、
仏
の
弟
子
と
な
り
ま
す
。

曹
洞
宗
で
は
大
本
山
や
各
地
の
寺
院
に
て

「
授
戒
会
」
を
開
き
、
多
く
の
檀
信
徒
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
仏
さ
ま
と
の
ご
縁
を
結

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
勧
め
て
い
ま
す
。
そ
の

際
に
仏
弟
子
と
し
て
の
お
名
前
（
戒
名
）
も

お
授
け
し
、
お
釈
迦
さ
ま
か
ら
連
綿
と
続
く

系
統
を
記
し
た
「
血
脈
」
も
授
け
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
生
前
に
そ
の
機
会
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
故
人
に
対
し
、
通
夜
の
際
に
戒
を
授

け
て
仏
弟
子
と
し
、
仏
の
世
界
へ
と
お
送
り

す
る
の
で
す
。
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
に
深
く

帰
依
し
、
慎
み
深
く
仏
の
道
を
歩
ん
で
い
く

に
あ
た
り
、
戒
名
が
そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。
故
人
が
新
た
な
名
前
を

受
け
て
、
仏
さ
ま
の
弟
子
と
し
て
歩
み
出
し

て
い
く
の
で
す
。

　
出
典
：「
仏
事
Ｑ
＆
Ａ
曹
洞
宗
」（
編
：
曹

洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）

冬
が
あ
り
夏
が
あ
り　
昼
と
夜
が
あ
り

晴
れ
た
日
と　
雨
の
日
が
あ
っ
て

ひ
と
つ
の
花
が　
咲
く
よ
う
に

悲
し
み
も　
苦
し
み
も
あ
っ
て

私
が
私
に
な
っ
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
（
詩
画
作
家　
星
野 
富
弘
）

他
者
の
痛
み
に
心
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
も
の
で
す
。

　
仏
教
で
は
、
人
の
人
生
に
は
「
苦
」
が
あ
る
こ

と
を
見
つ
め
ま
す
。
老
い
や
病
、
別
れ
や
思
い
通

り
に
な
ら
な
い
現
実
は
、
誰
も
避
け
て
通
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
仏
さ
ま
の
教
え
は
、
た

だ
苦
し
み
に
耐
え
な
さ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
苦
し
み
を
通
し
て
執
着
を
見
つ
め
、
自

分
だ
け
で
は
生
き
ら
れ
な
い
こ
と
を
知
り
、
周
囲

へ
の
感
謝
や
慈
し
み
の
心
を
育
て
て
い
く
道
を
示

し
て
い
る
の
で
す
。

　
大
本
山
永
平
寺
を
お
開
き
に
な
っ
た 

道
元
禅
師 

は
、「
日
々
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
が
仏
の
道
で
あ
る
」

と
説
か
れ
ま
し
た
。
特
別
な
時
だ
け
で
は
な
く
、

悩
み
、
迷
い
な
が
ら
生
き
る
毎
日
の
中
に
も
、
仏

さ
ま
の
教
え
は
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
が
も
し
苦
し
み
の
中
に
い
る
な
ら
、
そ

の
経
験
は
決
し
て
無
駄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雨
を

経
験
し
た
花
が
色
鮮
や
か
に
咲
く
よ
う
に
、
私
た

ち
も
ま
た
、
様
々
な
出
来
事
を
通
し
て
、
自
分
自

身
と
い
う
花
を
咲
か
せ
、
周
囲
を
照
ら
し
な
が
ら

生
き
る
存
在
へ
と
育
て
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

曹洞宗テレホン法話
曹洞宗宗務庁運営

0120-508-740

携帯の方は 03-3454-5410

曹洞宗テレホン法話
「心の電話」

東北管区教化センター運営

022-341-1531

【
令
和
八
年
度
分
維
持
費
納
入
に
つ
い
て
】

○
令
和
八
年
度
分
維
持
費
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
払

　
込
取
扱
票
は
、
六
月
下
旬
の
護
持
会
総
会
終

　
了
後
、
郵
送
も
し
く
は
各
地
区
役
員
さ
ん
を

　
通
し
て
「
令
和
七
年
度
決
算
書
・
令
和
八
年

　
度
予
算
書
」「
護
持
会
だ
よ
り
」
と
と
も
に
お

　
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
。

○
納
入
は
、
各
地
区
役
員
さ
ん
へ
の
直
接
渡
し
、

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
Ａ
Ｔ
М
・
窓
口
で
の
払
込
、
大

　
安
寺
事
務
室
で
の
直
接
納
入
の
い
ず
れ
で
も

　
結
構
で
す
。
な
お
、
納
入
期
限
は
令
和
八
年

　
十
二
月
三
十
一
日
で
す
。　

※
転
居
さ
れ
た
方
は
必
ず
大
安
寺
ま
で
戸
主
の

　
方
の
お
名
前
、新
住
所
、連
絡
先
（
電
話
番
号
）

　
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
電
話
：
０
１
７
５
ー
３
４
ー
２
９
２
６
、

    

電
子
メ
ー
ル
： info@

daianji.jp

行
事
予
告

夏
至
の
時
期
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
が
揺
れ
る
中
、

ヨ
ー
ガ
・
坐
禅
を
体
験
で
き
る
行
事
を
開
催
し

ま
す
。
日
常
を
離
れ
、
ご
自
身
の
身
体
を
調
え

る
静
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
：
令
和
八
年
六
月
二
十
一
日
（
日
）

午
後
七
時
〜
九
時
（
六
時
四
十
五
分
受
付
開
始
） 

■
場
所
：
大
安
寺
本
堂　

■
定
員
：
三
十
名
（
先
着
順
）

■
講
師
：
中
島 

敬
子
・
長
岡 

俊
成

■
参
加
費
：
五
百
円
（
当
日
申
し
受
け
ま
す
）

■
持
ち
物
：
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）

　
／
動
き
や
す
い
服
装
で

■
申
し
込
み
：
左
上
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー

　
　
　
　
　

   

ト
ホ
ン
で
読
み
取
り
、
申
し
込

　
　
　
　
　

   

み
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入

　
　
　
　
　

   

力
の
上
ご
送
信
く
だ
さ
い
。

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
寺
ヨ
ー
ガ 

２
０
２
６
夏
」

大安寺
公式 LINE

登録者募集中！

各種行事のご案内
のほか、

ご法事の予約、
仏事相談も承ります。

◆「
月
例
写
経・写
仏
会
」（
予
約
不
要
）

日
時
―
六
月
二
十
八
日（
日
）、七
月
二
十
六
日（
日
）、

八
月
二
十
三
日（
日
）、九
月
二
十
七
日（
日
）

午
後
一
時
〜
三
時

内
容
―
ミ
ニ
法
話
〜
写
経・写
仏
〜
茶
話
会

場
所
―
中
広
間　
参
加
費
―
五
百
円　
　
備
考
―
椅
子
席

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時
―
六
月
七
日（
日
）・二
十
一
日（
日
）、七
月
五
日（
日
）・十
九
日（
日
）、

八
月
二
日（
日
）・二
十
三
日（
日
）、九
月
六
日（
日
）・二
十
日（
日
）

午
前
七
時
〜
八
時
十
五
分　
※
坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
午
前
六
時
半
集
合

内
容
―
禅
語
紹
介
〜
坐
禅
〜
法
座（
感
想
の
共
有
）

場
所
―
本
堂　
参
加
費
―
無
料　
備
考
―
椅
子
坐
禅
可
能

服
装
―
動
き
や
す
い
服
装
で
。（
ス
カ
ー
ト・ジ
ー
ン
ズ
不
可
）

大安寺
公式 Instagram
登録者募集中！

季節の風景、 行事の
様子など日々のお寺の
様子をお知らせします。

え

け
ち


